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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
妖
術
桎
梏
　
‐
よ
う
じ
ゅ
つ
し
っ
こ
く
‐

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
８
０
０
Ｖ

【
作
者
名
】

　
山
川
夏
鄙

【
あ
ら
す
じ
】

　
表
世
界
と
、
『
裏
』
世
界
―
―
―

表
世
界
は
、
と
て
も
平
和
。
『
裏
』
世
界
は
・
・
・
人
買
い
や
奴
隷
な
ど
が
存

在
す
る
。

そ
の
『
裏
』
世
界
に
幼
い
頃
、
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
っ
た
主
人
公
の
龍
雲
雷
。

り
ゅ
う
う
ん
ら
い

雷
は
親
友
と
出
会
い
、
人
生
は
安
定
し
た
か
と
見
え
た
。
し
か
し
、
人
生
を
も

壊
す
『
裏
』
世
界
。

雷
が
歩
ん
だ
道
の
原
点
と
な
る
物
語
が
語
ら
れ
る
―
―
―
・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
古
物
語
～
（
前
書
き
）

小
説
投
稿
・
・
・
初
め
て
で
す
・
・
・
：
（
；
゛
゜
'

ω
゜
'

）
：

文
章
中
で
な
に
か
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
ｗ

・
・
・
こ
れ
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
系
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
・
・
・
？
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
古
物
語
～

昔
々
あ
る
と
こ
ろ
に
、
『
黒
魔
術
』
を
操
る
『
妖
術
師
』
が
い
ま
し
た
。

『
デ
ビ
ト
リ
ー
』
で
は
『
黒
魔
術
』
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
『
妖
術
師
』
は
『
黒
魔
術
』
の
こ
と
は
み
ん
な
に
は
内
緒
に
し
て
お
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
そ
ん
な
あ
る
日
。

『
妖
術
師
』
の
も
と
に
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

―
―
―
お
前
の
秘
密
を
バ
ラ
さ
れ
た
く
な
け
れ
ば
俺
の
言
う
と
こ
ろ
に
来
い
。

決
闘
を
申
し
込
む
。

誰
か
ら
の
手
紙
か
、
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

―
―
―
第
一
広
場
に
て
。

さ
っ
そ
く
『
妖
術
師
』
は
い
き
ま
す
。

そ
こ
に
い
た
の
は
―
―
―
―
・
・
・

悪
魔
で
し
た
。

二
人
は
決
闘
を
し
ま
し
た
。

死
ぬ
寸
前
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
『
妖
術
師
』
は
つ
い
に
、
『
黒
魔
術
』
を
使

っ
て
攻
撃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
、
偶
然
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
あ
る
『
魔
術
師
』
が
い
ま
し
た
。

『
魔
術
師
』
は
、
『
Ａ
ラ
ン
ク
シ
ー
ド
』
と
い
う
組
織
に
報
告
を
。

即
刻
、
『
妖
術
師
』
は
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

『
妖
術
師
』
は
悪
魔
を
憎
み
ま
す
。

な
ぜ
あ
の
時
、
決
闘
に
応
じ
た
・
・
・
！
？
　
応
じ
な
け
れ
ば
『
黒
魔
術
』
を

誰
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
・
・
・
！
　
そ
も
そ
も
、
悪
魔
が
呼
ん
だ
か

ら
、
悪
魔
が
・
・
・
！
！
！

と
て
も
と
て
も
、
沢
山
憎
み
ま
す
。

つ
い
に
、
『
妖
術
師
』
は
『
デ
ビ
ト
リ
ー
』
と
い
う
妖
術
の
世
界
か
ら
王
石
を

盗
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

『
妖
術
師
』
は
、
あ
る
『
神
』
に
頼
み
ま
し
た
。
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―
―
―
今
か
ら
百
年
後
の
、
こ
の
時
刻
に
生
ま
れ
て
く
る
赤
子
の
瞳
に
こ
の
石

を
埋
め
込
ん
で
く
れ
。

『
デ
ビ
ト
リ
ー
』
に
い
る
み
ん
な
は
王
石
を
探
し
ま
す
。

し
か
し
・
・
・
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

『
神
』
の
手
元
に
あ
る
の
だ
か
ら
。

『
神
』
は
『
妖
術
師
』
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を
実
行
し
ま
し
た
。

今
か
ら
百
年
後
の
、
二
月
二
十
九
日
に
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
の
運
命
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

―
―
―
あ
な
た
に
、
神
の
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

―
―
―
私
が
、
こ
の
赤
子
を
守
っ
て
や
ろ
う
か
・
・
・
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
古
物
語
～
（
後
書
き
）

な
ん
と
か
無
事
で
き
ま
し
た
ね

こ
う
ゆ
う
書
き
方
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
だ
け
で
す
か
ら
ね
（
－
＿
－
；
）

ち
ゃ
ん
と
あ
ら
す
じ
み
た
い
な
書
き
方
で
物
語
進
め
て
い
く
ん
で
・
・
・
（
＊

´
∀
｀
＊
）
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
１
（
前
書
き
）

一
章
全
て
を
載
せ
る
の
は
時
間
な
ど
の
問
題
で
難
し
い
の
で
、
分
け
て
載
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
！
（
'

∀
｀
）
一
話
目
を
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
使
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
一
話
分
ズ
レ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
・
（
´
ε
｀
；
）
こ
れ
か
ら
は
も

っ
と
ズ
レ
て
し
ま
い
ま
ま
す
・
・
・
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
１

　
　
　
　
　
―
☆
栄
琉
塚
　
優
☆
視
点
―

「
ね
ぇ
、
そ
こ
の
子
一
人
？
」

私
は
こ
の
前
、
ナ
ン
パ
さ
れ
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
急
い
で
い
る
の
で
・
・
・
」

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
。
　
ね
？
」

「
あ
の
、
本
当
に
・
・
・
」

「
ね
？
　
行
こ
行
こ
っ
！
」

男
二
人
が
私
の
腕
と
背
中
を
押
す
。

「
ち
ょ
・
・
・
！
や
め
て
く
だ
さ
―
―
―
―
ゴ
ン
ッ
！

鈍
い
音
が
す
る
。

フ
ッ
と
体
が
軽
く
な
っ
た
。

音
の
方
を
見
る
と
、
男
二
人
は
倒
れ
て
い
て
代
わ
り
に
女
一
人
が
立
っ
て
い
た
。

「
あ
の
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
―
―
―
―
あ
れ
？
君
、
エ
レ
グ
ト
ル
学

園
に
い
る
よ
ね
？
」

女
は
コ
ク
リ
と
頷
く
。

「
礼
に
は
及
ば
な
い
」

「
ね
ぇ
、
名
前
は
？
私
は
栄
琉
塚
優
」

え
る
づ
か
ゆ
う

「
俺
は
龍
雲
雷
だ
」

・
・
・
・
・
・
。
　
あ
れ
？
こ
の
人
、
女
だ
よ
ね
？
　
え
・
・
・
？
　
今
、
俺

っ
て
言
っ
た
よ
？

「
え
、
雷
っ
て
私
の
隣
の
席
の
子
・
・
・
」

「
俺
は
い
つ
も
出
席
し
て
な
い
か
ら
い
つ
も
空
い
て
る
」

そ
の
時
の
雷
の
顔
は
、
少
し
寂
し
そ
う
だ
っ
た
。

「
あ
ぁ
！
！
確
か
に
・
・
・
い
つ
も
い
な
い
・
・
・
。
　
一
人
寂
し
い
な
ぁ
・
・

・
」
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「
そ
う
か
」

「
っ
て
こ
と
で
！
今
は
登
校
中
だ
か
ら
学
園
行
こ
っ
！
」

　
　
　
　
そ
れ
が
、
雷
と
の
出
会
い
。

そ
れ
か
ら
雷
と
は
親
友
の
様
に
仲
良
し
に
な
っ
た
。

後
か
ら
聞
い
た
話
、
雷
は
有
名
な
、
最
強
ヤ
ン
キ
ー
だ
そ
う
だ
。

同
理
で
制
服
を
着
て
い
な
く
て
も
先
生
は
気
に
し
な
い
訳
だ
。

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
、
「
関
わ
る
の
や
め
な
よ
」
っ
と
言
わ
れ
た
り
も
し
た
が

雷
は
そ
ん
な
に
悪
い
奴
に
は
見
え
な
い
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
と
て
も
驚
く
、
い
や
あ
り
え
な
い
事
が
発
覚
し
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く



9

第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
１
（
後
書
き
）

ノ
ー
ト
に
下
書
き
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
：

（
；
゛
゜
'

ω
゜
'

）
：

分
け
方
は
、
ノ
ー
ト
１
頁
分
を
其
の
一
分
と
し
ま
す
（
－
＾
〇
＾
－
）
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
二
（
前
書
き
）

一
章
の
第
二
部
で
す
。
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
二

そ
の
驚
く
事
実
。

そ
れ
は
・
・
・
雷
の
ス
カ
ー
ト
は
ギ
リ
ギ
リ
の
ミ
ニ
だ
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
い

る
も
の
・
・
・
。

「
そ
れ
な
ぁ
に
？
」

私
は
、
太
腿
か
ら
見
え
て
い
る
も
の
が
な
に
か
聞
い
て
み
た
。

「
短
刀
」

・
・
・
・
・
・
え
、
待
っ
て
。
短
刀
？
担
当
・
・
・
か
も
・
・
・
い
や
い
や
、

ど
う
考
え
て
も
刃
物
で
し
ょ
！
！
！

「
何
に
使
う
の
？
」

「
喧
嘩
す
る
と
き
」

ダ
メ
で
し
ょ
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
お
お
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
！
！
！
！
！
！
！

「
警
察
に
捕
ま
る
よ
！
っ
て
か
人
斬
る
の
！
？
も
う
犯
罪
者
じ
ゃ
ん
！
！
」

「
警
察
な
ど
ア
テ
に
な
る
か
。
絶
対
に
捕
ま
る
訳
な
い
」

え
ー
・
・
・
な
に
言
っ
て
る
の
？
よ
く
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
ケ
ド
・
・
・

そ
ん
な
あ
る
日
の
下
校
。

「
優
、
お
前
は
幸
せ
だ
な
」

急
に
雷
が
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
。

「
何
が
？
」

「
・
・
・
お
前
は
喧
嘩
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
し
ら
な
い
か
ら
な
」

「
え
？
も
う
一
回
言
っ
て
・
・
・
」

雷
の
声
は
と
て
も
小
さ
か
っ
た
。

ザ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

「
あ
、
雨
だ
」

降
っ
て
く
る
雨
に
、
か
き
消
さ
れ
そ
う
な
程
に
―
―
―
・
・
・
。
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
二
（
後
書
き
）

少
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
：
（
；
゛
゜
'

ω
゜
'

）
：

一
頁
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
丁
度
優
視
点
が
終
わ
る
ん
で
す
よ
（
言
っ

て
も
良
か
っ
た
の
か
な
？
）
。

感
想
、
評
価
な
ど
お
時
間
あ
れ
ば
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
＞
（
＿
 

＿
）
＜
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
三
（
前
書
き
）

第
一
章
の
三
部
で
す
。
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
三

　
　
　
　
　
　
―
＋
龍
雲
　
雷
＋
視
点
―

退
屈
だ
。

な
ぜ
世
界
は
こ
ん
な
に
も
穏
や
か
な
ん
だ
ろ
う
か
。

い
や
、
表
向
き
平
和
だ
。

だ
が
、
世
界
に
は
『
裏
』
が
あ
る
。

『
裏
』
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
最
後
、
戻
れ
な
く
な
る
。

そ
の
う
ち
の
一
人
、
俺
も
そ
う
だ
っ
た
。

少
し
の
好
奇
心
で
『
裏
』
の
世
界
と
関
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
奴
隷
と
し
か
売
ら
れ
た
り
、
買
わ
れ
た
り
。

俺
は
あ
の
日
、
ま
た
売
ら
れ
た
。

あ
の
男
に
。

そ
の
男
は
俺
を
決
し
て
売
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

毎
日
毎
日
、
真
剣
を
持
た
さ
れ
て
訓
練
の
日
々
。

俺
は
そ
の
う
ち
に
、
『
裏
』
で
「
最
強
奴
隷
ヤ
ン
キ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

な
ぜ
ヤ
ン
キ
ー
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら
見
る
と
そ
う
見
え
る
の
だ
ろ
う
。

金
髪
、
男
口
調
、
奴
隷
界
で
唯
一
の
女
戦
闘
奴
隷
―
―
―

な
に
が
最
強
だ
。
何
が
、
な
ん
で
俺
が
奴
隷
に
・
・
・
！
も
と
は
「
あ
の
女
」

が
悪
い
ん
だ
。

三
年
間
ず
っ
と
我
慢
し
て
い
た
も
の
が
つ
い
に
心
の
中
で
爆
発
す
る
。

俺
は
迷
わ
ず
、
訓
練
の
と
き
に
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
男
を
斬
っ
た
。

そ
し
て
『
表
』
世
界
へ
飛
び
出
す
。

俺
は
そ
れ
で
逃
げ
れ
た
ん
だ
、
と
思
っ
て
い
た
。

珍
し
く
自
分
に
し
て
は
甘
い
考
え
に
悔
や
む
。

俺
の
行
く
と
こ
ろ
に
必
ず
「
排
除
奴
隷
」
が
い
た
。
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『
裏
』
は
俺
を
排
除
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。

ず
っ
と
戦
っ
た
。

一
人
で
、
ず
っ
と
・
・
・

「
す
み
ま
せ
ん
、
急
い
で
い
る
の
で
・
・
・
」

街
外
れ
の
小
さ
な
町
で
、
女
が
ナ
ン
パ
さ
れ
て
い
た
。

ナ
ン
パ
し
て
い
る
男
二
人
は
、
ど
ち
ら
も
最
下
級
の
奴
隷
だ
。

奴
隷
は
手
首
に
黄
、
白
、
青
、
赤
、
黒
、
の
い
ず
れ
か
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
つ

け
て
い
る
。

始
め
か
ら
順
に
最
下
級
、
下
級
、
中
級
、
上
級
、
最
上
級
、
だ
。

相
手
は
黄
、
自
分
は
黒
。

「
ち
ょ
・
・
・
！
や
め
て
・
・
・
」

女
が
引
っ
張
ら
れ
た
途
端
、
体
が
動
い
た
。

「
最
下
級
奴
隷
の
分
際
で
平
民
に
気
安
く
触
れ
る
な
よ
」

そ
う
男
の
耳
元
で
囁
い
た
直
後
、
俺
は
短
刀
を
一
つ
抜
い
た
。

柄
の
部
分
で
二
人
の
腹
を
同
時
に
殴
る
。

な
ん
の
力
を
持
た
な
い
二
人
は
す
ぐ
に
倒
れ
た
。

・
・
・
・
・
・
俺
た
ち
は
奴
隷
な
ん
だ
。

気
安
く
平
民
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
。

俺
た
ち
は
、
人
間
以
下
の
存
在
な
ん
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
三
（
後
書
き
）

も
う
一
気
に
雷
視
点
い
っ
ち
ゃ
い
ま
す
（
ノ
∀
｀
）

次
か
ら
は
誰
か
ら
の
視
点
で
も
な
い
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
入
り
ま
す
。
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
四
（
前
書
き
）

第
一
章
の
第
四
部
で
す
。
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
四

　
　
　
　
　
―
＊
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
＊
サ
イ
ド
―

「
こ
こ
最
近
、
雷
奴
は
女
子
学
生
の
栄
琉
塚
優
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
ま
す
」

ら
い
ど

「
う
む
・
・
・
。
栄
琉
塚
の
Ｌ
Ｖ
は
？
」

「
平
民
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
」

「
そ
う
か
・
・
・
。
な
ら
ば
、
こ
う
し
よ
う
。
―
―
―
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
?
だ

！
」

「
了
解
し
ま
し
た
」

優
と
雷
は
休
日
、
待
ち
合
わ
せ
の
約
束
を
し
て
い
た
。

雷
は
肉
親
も
身
内
も
い
な
い
。

も
う
す
で
に
、
関
わ
っ
て
は
い
け
な
い
存
在
に
自
分
は
成
り
下
が
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
か
ら
。

今
ま
で
倒
し
て
き
た
奴
隷
た
ち
か
ら
奪
っ
た
金
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。

権
力
が
上
の
方
の
主
人
は
奴
隷
が
金
持
ち
だ
。

雷
は
い
つ
も
の
よ
う
に
近
く
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。

「
雷
ー
！
あ
っ
、
い
た
い
た
！
」

雷
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
東
京
駅
に
い
た
。

約
束
時
間
の
十
分
前
か
ら
い
た
の
だ
が
、
優
も
す
ぐ
に
来
た
。

「
じ
ゃ
あ
電
車
に
乗
っ
て
東
京
行
っ
て
買
い
物
行
こ
！
」

「
電
車
か
・
・
・
」

「
な
に
？
」

「
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
」

「
そ
う
？
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
」
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雷
は
、
電
車
は
危
険
な
乗
り
物
だ
、
と
思
っ
て
い
る
。

も
し
、
電
車
内
で
敵
襲
が
あ
っ
た
ら
周
り
の
人
も
巻
き
込
ん
じ
ゃ
う
し
戦
う
範

囲
が
限
ら
れ
て
い
る
。

二
人
は
改
札
口
を
抜
け
、
電
車
に
乗
っ
た
。

休
日
に
も
関
わ
ら
ず
人
が
少
な
い
。

朝
一
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

ド
ア
の
近
く
に
あ
っ
た
席
に
並
ん
で
座
る
。

優
は
礼
儀
正
し
く
、
雷
は
足
を
組
ん
で
―
―
―
・
・
・

「
コ
ラ
、
雷
！
！
行
儀
悪
い
で
し
ょ
！
？
た
だ
で
さ
え
ス
カ
ー
ト
短
い
ん
だ
か

ら
っ
！
」

「
俺
に
礼
儀
な
ど
な
い
」

「
ど
ん
な
言
い
訳
！
？
」

雷
は
仕
方
な
く
足
を
下
ろ
そ
う
と
す
る
。

刹
那
―
―
―
―
―

《
気
を
つ
け
ろ
。
黒
い
も
の
が
貴
様
ら
を
引
き
裂
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
貴
様
が

死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
―
―
―
我
は
決
し
て
貴
様
を
許
し
は
し
な
い
！
》

「
！
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
四
（
後
書
き
）

緊
張
感
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
ｗ
次
の
話
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
ね
・
・
・
（
・
。

・
；
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
五
（
前
書
き
）

投
稿
が
遅
く
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
－
＿
－
；
）
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
五

雷
は
咄
嗟
に
辺
り
を
見
回
す
。

「
く
そ
・
・
・
！
ま
た
か
よ
・
・
・
」

あ
の
男
を
殺
し
て
か
ら
、
頭
の
中
に
直
接
男
の
声
が
流
れ
て
く
る
。

絶
対
に
間
違
え
の
な
い
、
予
言
が
。

《
東
京
、
東
京
。
東
京
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
足
元
に
ご
注
意
し
て
お
降
り
く

だ
さ
い
》

「
わ
わ
っ
！
？
」

雷
は
ド
ア
が
開
く
と
同
時
に
、
優
の
手
を
引
っ
張
っ
電
車
か
ら
降
り
て
走
っ
た
。

「
ど
う
し
た
の
！
？
」

改
札
口
を
抜
け
る
と
、
雷
は
歩
き
だ
し
た
。

「
・
・
・
な
ん
と
な
く
」

「
や
っ
と
渋
谷
つ
い
た
ね
っ
！
ど
こ
行
く
？
」

優
は
雷
の
手
を
握
り
し
め
る
。

あ
・
・
・
興
奮
し
て
い
る
の
か
。

優
の
癖
を
見
な
が
ら
雷
は
無
意
識
に
口
を
開
い
た
。

「
剣
」

「
は
？
」

咄
嗟
に
出
た
言
葉
だ
っ
た
。

「
え
？
剣
？
剣
買
い
に
行
き
た
い
の
？
本
物
と
か
言
わ
な
い
で
よ
・
・
・
。
ほ
、

本
物
は
昔
に
帯
刀
し
て
は
い
け
な
い
っ
て
ゆ
う
・
・
・
」

優
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

「
本
物
に
決
ま
っ
て
い
る
。
―
―
―
―
―
守
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
優
を
、

こ
の
手
で
守
ら
な
く
て
は
・
・
・
！
」

最
後
の
方
は
、
周
り
の
喧
騒
に
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
聞
こ
え
な
か
っ
た
が
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雷
の
目
は
い
つ
も
以
上
に
真
剣
だ
。

「
雷
―
―
―
―
―
―
「
真
剣
な
ら
ワ
シ
の
店
に
あ
る
ぞ
い
。
お
前
さ
ん
の
愛
刀

を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

近
く
に
い
た
お
じ
い
さ
ん
が
話
に
入
っ
て
き
た
。

「
本
当
か
っ
！
？
」

「
剣
は
、
守
り
た
い
者
が
あ
る
者
こ
そ
が
帯
刀
し
て
い
い
も
の
な
ん
じ
ゃ
。
ま

ぁ
、
こ
の
ご
時
世
だ
と
ど
う
し
て
も
国
の
許
可
が
い
る
が
ね
。
・
・
・
じ
ゃ
が
、

気
持
ち
だ
け
で
も
剣
に
伝
わ
る
ん
じ
ゃ
。
と
り
あ
え
ず
、
つ
い
て
き
な
さ
れ
」

二
人
は
、
言
わ
れ
た
通
り
つ
い
て
い
く
。

五
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
お
じ
い
さ
ん
の
足
は
動
き
を
止
め
る
。

「
こ
こ
が
ワ
シ
の
店
、
菊
桜
百
一
屋
じ
ゃ
。
菊
桜
百
一
と
い
う
の
は
ワ
シ
の
愛

き
く
お
う
び
ゃ
く
い
ち
や

刀
じ
ゃ
。
勿
論
国
の
許
可
は
下
り
と
る
ぞ
」

優
に
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

愛
刀
？
な
ん
で
こ
ん
な
時
代
に
本
物
の
剣
な
ん
か
・
・
・
。
江
戸
時
代
と
か
明

治
時
代
と
か
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
・
・
・
！

優
が
考
え
て
い
る
間
に
も
雷
は
店
に
入
っ
て
行
く
。

「
あ
・
・
・
待
っ
て
・
・
・
！
」

優
は
雷
に
付
い
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続

く
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第
一
章
　
～
出
会
い
・
最
初
で
最
後
の
～
　
其
の
五
（
後
書
き
）

う
ぅ
～
ん
・
・
・
話
は
進
展
し
た
の
か
な
？

次
回
作
も
よ
ろ
し
く
で
す
（
＊
＾
＾
）
ｖ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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